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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、マリエッタ・ジョンソン(Johnson, Marietta, Louis, 1864-1938)の「オーガニック・エデュケー
ション」(Organic Education)における「ライフ」(Life)概念を分析することによって、アメリカ進歩主義教育
のもつ多義性を浮き彫りにする可能性を見出すことを目的としている。ジョンソンは、1907年にアラバマ州フ


























































































































論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 















































が育つ「自由」をめぐる問題は、PEA(Progressive Education Association 進歩主義教育協会)においては十分
な理解が得られず、「自然に発達する自由」という文言だけが協会に採用された経緯を明らかにしている。第
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